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2. 関 連 研 究
本論文で扱う範囲の個人情報の保護に関し，関連す

















護する [3]～[5], [10], [11], [14]．ポリシー不一致のとき
ユーザの判断を仰ぐケース [1], [6]やユーザの開示レベ
ル指示による開示 [6], [12], [13]のほか個人情報を一切





















































































Fig. 2 Prerequisite condition framework.
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Lに段階的に下げることで開示属性も R’(f (L+α) =
R’)より R (#R = #R’+β)に段階的に増やしていく









































する K-匿名性 [10]をベースにする．人数 Kが多いほ
ど匿名性は増す．ただしユーザが設定する希望匿名度
は，人数 Kはコミュニティ規模によって変化し分かり
にくいので，匿名度を表すレベル L（0, 1, 2, 3の 4レ






プでは L=1, 2, 3に相当する人数はそれぞれ K=2, 3,
4人としているが，後述する図 6の 8人グループでは
それぞれ K=2, 4, 6人としている．
















Table 1 Privacy data of a certain group.
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図 3 Alice を対象にした決定木
Fig. 3 Decision trees of alice.
て，プライバシ保護対象（正例 (+)）が含まれるノー
ドの要素数が L に相当する K 以上になっていること












4. 2. 1 ユーザ背景情報の影響を避ける手法
プロバイダにユーザに関する背景情報がある場合の























Fig. 5 Background information search ﬂow.
液 A型，あるいは初渡航 Yes」という情報の主体者は



























(4) L で開示可能な属性の集合を R（図 4 のサン





































Jaccard係数や Simpson係数がある [17]．単語 A，B
を含む文節の数をそれぞれ |A|，|B| とし，単語 Aと
Bを同時に含む文節の数を |A ∩ B|，単語 A，Bのい
ずれかを含む文節の数を |A ∪ B|とすれば，それぞれ
の共起度は次の式で求めることができる．
Jaccard係数 = |A ∩ B|/|A ∪ B|









は，P と H を一次元要素，二次元要素とする二次元
配列



















例に図 6に示す．ここで図 6 (表 a)は元の状態でMike
の希望匿名度がL=2 (K=3)の場合，“男”，“A”，“No”
の 3属性が開示できる状況を示しており，図 6 (表 b)
は Mike に似た属性をもつメンバが加わると匿名度
が上がり “会社” という属性が更に開示できること，
図 6 (表 c)は逆にMikeと異なる属性をもったメンバ
が加わると，開示情報を “男” のみに減らさないと希
望匿名度をキープできないことを表している．ただし




































































5. 1 提案手法 1（ユーザ背景情報への対処）の評
価，検証









































の Jaccard 係数がしきい値 T を超えていれば受ける
ことができない．つまり開示属性は L=2 で決まる開
示範囲の#R=3個の属性のみであり，これらはステッ












表 2 Mike の各属性の共起度
Table 2 Co-occurred frequency of each attribute.









エリ（4.2.1，提案手法 1 のステップ (1) で述べたも
の）を投入し（ステップ (1)），ヒットした上位 3サイ
ト (a)，(b)，(c) を Mike が選んだとして（ステップ
(2)），各サイトのソースコードをダウンロードしその
中のMikeに関する 5属性の単語の組について，前述









































Fig. 7 Simulation of community status change.
図 8 匿名度変化シミュレーション
Fig. 8 Simulation of anonymity change.
めに Bエリアに滞在する平均時間を Bt ステップとし，



















グラフより，B(120)  A(40) + A(80)，B(160) 
A(80) + A(120)など，あるいは，B1(440)  A1(360)
+ A1(400)，B1(480)  A1(400) + A1(440)などを読
み取ることができ，Bエリアの状況が Aエリアの状況
より予側できることを示す．これは，Bt=2Atの関係よ
り平均値的に B(40n)  A(40(n−1)) + A(40(n−2))，
ただし nは 2以上の正整数，の関係が成り立っている
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からである．すなわち，図 8の Bエリアにおいて匿名









































































































パラメータ α を変更できるが（今回 2 として例示し
たが 3, 4 まで確認済，つまり α が 3 なら B(40n) 
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